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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和4年1月6日(2022.1.6)

【公開番号】特開2021-144247(P2021-144247A)
【公開日】令和3年9月24日(2021.9.24)
【年通号数】公開・登録公報2021-045
【出願番号】特願2021-97235(P2021-97235)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13363  (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ    1/1335   ５１０　
   Ｇ０２Ｆ    1/13357  　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13363  　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月4日(2021.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックライト光源、２つの偏光板、及び前記２つの偏光板の間に配置された液晶セルを
有する液晶表示装置であって、
　前記バックライト光源は、４００ｎｍ以上４９５ｎｍ未満、４９５ｎｍ以上６００ｎｍ
未満及び６００ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の各波長領域にそれぞれ発光スペクトルのピーク
トップを有し、かつ、６００ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の波長領域における最もピーク強度
の高いピークの半値幅が５ｎｍ未満である発光スペクトルを有する白色光源であり、
　前記偏光板のうち少なくとも一方の偏光板は、偏光子の少なくとも一方の面に１５００
～３００００ｎｍのリタデーションを有するポリエステルフィルムが積層されたものであ
り、前記偏光子の透過軸と平行な方向の、前記ポリエステルフィルムの屈折率が１．５３
～１．６２である、
液晶表示装置。
【請求項２】
　前記バックライト光源の発光スペクトルは、
　４００ｎｍ以上４９５ｎｍ未満の波長領域における最もピーク強度の高いピークの半値
幅が５ｎｍ以上であり、
　４９５ｎｍ以上６００ｎｍ未満の波長領域における最もピーク強度の高いピークの半値
幅が５ｎｍ以上である、
請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　バックライト光源、２つの偏光板、及び前記２つの偏光板の間に配置された液晶セルを
有する液晶表示装置であって、
　前記バックライト光源は、フッ化物錯体蛍光体を含む白色光源であり、
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　前記偏光板のうち少なくとも一方の偏光板は、偏光子の少なくとも一方の面に１５００
～３００００ｎｍのリタデーションを有するポリエステルフィルムが積層されたものであ
り、
前記偏光子の透過軸と平行な方向の、前記ポリエステルフィルムの屈折率が１．５３～１
．６２である、
液晶表示装置。
【請求項４】
　前記フッ化物蛍光体が。Ｍｎ４＋付活フッ化物錯体蛍光体である請求項３に記載の液晶
表示装置。
【請求項５】
前記ポリエステルフィルムの厚みが２５～８０μｍである請求項１～４のいずれかに記載
の液晶表示装置（但し、厚み８０μｍであるものは除く）
【請求項６】
前記ポリエステルフィルムのリタデーションが８０００ｎｍ以上である、
請求項１～４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
前記偏光子の透過軸と平行な方向の、前記ポリエステルフィルムの屈折率が１．５３～１
．６１であり、
前記ポリエステルフィルムのＲｅ／Ｒｔｈが０．２～０．８５である、
請求項１～４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
前記偏光子の透過軸と平行な方向の、前記ポリエステルフィルムの屈折率が１．５３～１
．６０であり、
前記ポリエステルフィルムのリタデーションが４１６０ｎｍ以上である、
請求項１～４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項９】
前記ポリエステルフィルムのリタデーションが４１６０～７８２０ｎｍである、
請求項１～４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記偏光子の透過軸方向における屈折率と、前記偏光子の透過軸と平行な方向における
前記ポリエステルフィルムの屈折率との差が０．１２以下である、請求項１～９のいずれ
かに記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　偏光子の少なくとも一方の面に１５００～３００００ｎｍのリタデーションを有するポ
リエステルフィルムが積層された偏光板であって、
　前記偏光子の透過軸と平行な方向の、前記ポリエステルフィルムの屈折率が１．５３～
１．６２である、
　４００ｎｍ以上４９５ｎｍ未満、４９５ｎｍ以上６００ｎｍ未満及び６００ｎｍ以上７
８０ｎｍ以下の各波長領域にそれぞれ発光スペクトルのピークトップを有し、かつ、６０
０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の波長領域における最もピーク強度の高いピークの半値幅が５
ｎｍ未満である発光スペクトルを有する白色光源からなるバックライト光源を有する液晶
表示装置用偏光板。
【請求項１２】
　偏光子の少なくとも一方の面に１５００～３００００ｎｍのリタデーションを有するポ
リエステルフィルムが積層された偏光板であって、
　前記偏光子の透過軸と平行な方向の、前記ポリエステルフィルムの屈折率が１．５３～
１．６２である、
　フッ化物錯体蛍光体を含む白色光源からなるバックライト光源を有する液晶表示装置用
偏光板。
【請求項１３】
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　前記フッ化物蛍光体が。Ｍｎ４＋付活フッ化物錯体蛍光体である請求項１２に記載の液
晶表示装置。
【請求項１４】
前記ポリエステルフィルムの厚みが２５～８０μｍである請求項１１～１３のいずれかに
記載の液晶表示装置用偏光板（但し、厚み８０μｍであるものは除く）
【請求項１５】
前記ポリエステルフィルムのリタデーションが８０００ｎｍ以上である、
請求項１１～１３のいずれかに記載の液晶表示装置用偏光板。
【請求項１６】
前記偏光子の透過軸と平行な方向の、前記ポリエステルフィルムの屈折率が１．５３～１
．６１であり、
前記ポリエステルフィルムのＲｅ／Ｒｔｈが０．２～０．８５である、
請求項１１～１３のいずれかに記載の液晶表示装置用偏光板。
【請求項１７】
前記偏光子の透過軸と平行な方向の、前記ポリエステルフィルムの屈折率が１．５３～１
．６０であり、
前記ポリエステルフィルムのリタデーションが４１６０ｎｍ以上である、
請求項１１～１３のいずれかに記載の液晶表示装置用偏光板。
【請求項１８】
前記ポリエステルフィルムのリタデーションが４１６０～７８２０ｎｍである、
請求項１１～１３のいずれかに記載の液晶表示装置用偏光板。
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